



































































































































































提出数（回数別） 111回 10週中 6回












































設問 1  発音チェックを利用しましたか。




設問 3  設問 2で「その他」を選んだ人は，どういうタイミングか詳しく書いてください。





設問 5  設問 4で「その他」を選んだ人は，その理由を詳しく書いてください。
設問 6  発音チェックは役に立ちましたか。
設問 7  設問 6で「とても役に立った」「役に立った」を選んだ人は，どのように役に立ちましたか。
設問 8  設問 6で「あまり役に立たなかった」「全然役に立たなかった」を選んだ人は，どうして
役に立ちませんでしたか。
設問 9  発音チェックに対する TA 8（メンター）のコメントはどうでしたか。
設問 10 発音チェックを利用しなかった理由は何ですか。（複数選択可）
 □日本語に自信がないから 
 □ CourseN@viの使い方がわからなかったから 
 □必要なかったから 
 □その他




























































（仮名） 性別 母語 提出期間 提出回数 提出内容
学習者 A 女 中国語 2013/4/27～ 7/1 （10週間）  9回 本文：20課分発音練習 11：45素材
学習者 B 女 英　語 2013/6/12～ 7/17 （6週間）  7回 本文：7課分
学習者 C 男 韓国語 2013/4/25～ 7/25 （12週間） 27回 本文：20課分
学習者 D 女 中国語 2013/5/1～ 6/27 （9週間） 14回 本文：14課分










録音する内容を「5～ 6度読んだ後」に録音したと答えた。学習者 Dの場合は 1回の録音



















教科書の 20課＊ 20分＝ 400分
発音練習の 45課＊（30分～ 40分）≈ 1600分
（録音前の練習＋録音）9回＊ 120分＝ 1080分
合計約 3060分、51時間
学習者 B シャドーイングの時に、素材の音声を 2・3回聞く。それから、自分の発音を録音する前に、素材の音声を聞かずに、自分で練習していた。
学習者 C 毎週 1チャプターを録音しなければならなかっため、毎週チャプターを 5～ 6度読んだ後録音しました。
学習者 D 5～ 10分。





















学習者 A はい、そう思います。でも、発音が上達になるため＝ 95％自分の一生懸命に練習する＋ 5％ TAのフィードバック
学習者 B この授業を受講したことによって、自分の発音が上達したと思う。それに、今はイントネーションなどについて、もっと意識するようになった。
























































































































































指摘内容 指摘回数 修正された回数 修正された割合
リズム
長・短 11 11 100％
促音の欠落・挿入  5  5 100％
アクセント 28 24 86％
清濁  1  1 100％
ぞ／じょ  1  1 100％
読み間違い  2  2 100％
不明瞭な発音  9  9 100％








































1回目の「戻ってきました」  63.00  911.49  6.91





















































 4 発音授業のために開発された Learning Management Systemを活用した「発音チェック」機能を
指す。詳細は本誌所収の稲葉論文を参照されたい。
 5 「なめらか！ 発音 3–4」の詳細に関しては本誌所収の戸田・大久保論文を参照されたい。
 6 2012年秋学期および 2013年春学期では、早稲田大学大学院日本語教育研究科の大学院生が担当
していた。
 7 「なめらか！ 発音 3–4」のコンテンツの一つである。
 8 アンケートの設問項目において、メンターのことを「TA」と表記されているのは、「発音チェッ
ク」を担当するメンターの 6人が「なめらか！ 発音 3–4」の TA（Teaching Assistant）として授
業に参加し、学習者とやり取りを行っていたためである。
 9 設問 3の「設問 2で「その他」を選んだ人は、どういうタイミングか詳しく書いてください」の
回答はなかった。
 10 「その他」の回答者がいないため、設問 5の「設問 4で「その他」を選んだ人は、その理由を詳
しく書いてください」の回答者もいなかった。




 12 ベトナム語が母語である学習者 Eの場合、日本語版および英語版のアンケートを送付した。
 13 「発音チェック」における学習者 Aの担当メンターの名前である。
 14 音声解析ソフト「Praat」を使用して分析を行った。
 15 音声解析ソフト「SUGI Speech Analyzer」で分析を行った。
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